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第 422 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

正しい動機によって 〜 冗談を本気で実現する 〜 

 

2026 年 8月 6日  筆者は、『新渡戸稲造記念センター』に寄り、『新渡戸記念中野総合病院』での『2026 年度

第１回倫理委員会』に出席した。 皆様の真摯な質疑応答の姿勢には、大変感動した。 倫理委員会は【『賢明な

寛容と配慮』 ＆ あらゆる人々が 立場を超えて集う『交流の場』】である。【純度の高い専門性と社会的包容

力】で、【『いろいろな意見に耳を傾けたい』】(新渡戸稲造：1862-1933）の実践である。 『森を診て木の皮

まで診る ＝ 丁寧な観察力 ＝ 人生の根幹を追求する』の修練でもある。 まさに、【『名誉』とは 境遇から生

じるものではなく、自己の役割を まっとうすることにある】(新渡戸稲造)の復学である。   

 

『東京医療生活協同組合 新渡戸記念中野総合病院』は、1932 年 新渡戸稲造・賀川豊彦（1888〜1960）らの提唱

によって『日本で最初の医療利用組合の病院として設立され、『新渡戸稲造 博士の精神（誠意と思いやりの心）

を基にした医療を誠実に実践し、疾病を抱えた人を 真心で支援するを基本理念に患者サービス・医療技術の向

上に努め、一貫して地域に密着した地域医療を提供しています。』と謳われている。 まさに、現代医療の原点

でもあろう。【『東京医療利用組合設立趣意書』には『疾病に対する治療は、人間の最も尊貴なる生命の保護と

して、貧富、高下、都鄙の別なく享受せられなければならぬ』、−−『現在の日本の健康保健制度の基になったも

の』】と HP には、記載されている。 まさに、現代医療の原点でもあろう。 

 

東京医療生協 50 年史(1982 年発行)には、1931 年 6月 11 日 東京基督教青年会館（ＹＭＣＡ）での、東京医療利

用組合 創立発起人会で、議長を務めた新渡戸稲造が、【『パイオニア即ち開拓者の精神の乏しいことが、日本

人の大欠陥でもありますから、私どもは金力が無くとも、正しい動機によってなされたものは、斯様に立派に成

功するということを 天下に示さなければなりません。』と述べられ、一同大いに感激を新たにした。】と記載

されている。 

 

明日(8 月７日)は 新幹線で福井駅に向かい『浅井三姉妹記念 がん哲学外来』(福井県済生会病院に於いて）に赴

く(画像)。『浅井三姉妹記念 福井がん哲学外来』は、NHK 大河ドラマ（2011 年）に由来し開設された。 いかに、

『ユーモアを持って、冗談を本気で実現されたことか』を実感する日々でもある。 福井駅の恐竜広場(画像)で

の、恐竜たちとの再会も楽しみである。 
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